
滅入･凝縮:単板の引張強度に裁て
/

単 板 や 引 張 強 度 lこ裁 て

楠 久 崇､磨 ･松 浦 何 士_

/ (木材物理第2_研究室)

On･theTens責IeStrengt_handElasticModulusofVeneer

byTaltamaroMAKUandTakashiMATSUURA
T～

′
●

1. 鵜 苫

合札 積層株及其の他の所謂改良木材の強塵は接着剤の使楓 塗布,歴綿等の製作偉件の通常な選.●

韓に負ふ事は勿論であるが侍本質的には単板の強度や構成の如何によるものであることは今勅命を侠
1) 2) 3)

つ迄もなぐ欧に一部は 0･E ra.emet,E･'Gaber･G･Christians,J･Bittner氏始め多数の研う緒 によ

って茸謹せられている所である｡ /

本論も叉之等改良木材の晶質に閲する参考資料の1として緬推走向角並に埜締力と単板の引張強度

との紺係につき検討したものである｡

甘,,安 静~方 法
/

a) 試 験 ､片

単板の引張試験片として従来専ら短冊形試片が用ひられているが,'この型による時は特絶就縦に平

行な引張試験に於て屡々破壊がチャックの固定部′に起り易く,又之を避ける馬に試片に切放きをつけ
l

破壊断面の縮少を計ると断面撃化にきる魔力集中の馬によく勢断破壊を生じ何れにしても正確な結果

を期待し得ない慣れがあるので之等の快恥を除く馬に冬陸の型の試験片について引張試験を試みた結

果 第一1囲(a)の形が最も満足すべき破頃状態を示し且つ製作も比較的容易であるので以下繊艦に平

(a) (b)
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●

行な引張試験に封してはこの形を採用することとした｡-

b) 測 定事 項

(1) 単板の引張強度之繊維走向角との関係一

供試用単板は ヒノ.キ1.5mm,か 1ヾ.0mm,ブナ1.0mm

厚 (何れもロータ7)一･六ニヤ)の3塵とし撒稚走向角 (第1

固参照)は 0,7,15,30,45,60,･75及 900なる如くとり1′

Oo及70に封Lて前記の試験片を,其他の角度に封しては普通

の短冊形試験片を用ひ.いた｡

(2)塵締カと単板の引張強度並に弾性係数との開拓 1I

歴締力が畢板目髄の引張強度並に弾性係数に如何なる影響/を

輿-るかを明にしたもので冷墜及熱歴 (1300C)･の各場合につ

いて茸験したO供試材は ヒノキ1.5mm,カバ1.0mm厚の単

板で之に夫々 0,10,20,30,50,100,200並に300kg/cm.2,
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?塵締力を30分間加-た後室内に約1ケ月放置し上述の試験片を作揮したo一

I_

･凪.安 験~結 果

(1)引張強度と繊維走向角との関係
J)

貰験結果は第2固 (第1表)の如くで素材の引張強度に関する､Jackson-環の賓 験式ノ̀
＼
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窮 1表 騒板や引張強度と街維方向との関係 ~/

Table1.Relation､betwesnthedirect･ionofgrain-andthetensilestrengthofveneer.

qJ0 ヒ′キ (japanesecypress)7-0.45 ､ ･,ブナ (beech)∴Yニ0.66 カバ (birch)7-0.71 貿験噴

MT6ig_ Calculation EXper. Mois- Calculation､EXper. Mois: Calculltion
EXper. ture by(1) ture by(1) ture by(1)
寛陵値 content雄 武ニヨル 牽陵倍 content(l瑛 二ヨてレ 賓数値 content(1)茸 ニヨ′lては何れ

(kg/cm2) プ率 育 南n-2(kg/cm2)含lJ解 己 担 (kg/cm2)含フ 自 LLl. も各30(%) (kg/cm 2) (%) (kg/cm2) (%) (kg/cm2)

00 868.5 868.5 842.0 9.4､ 842.0ち 10P8.2 10.9 I1008.2 個の平

7 628.3 ll.4 640.2 357.1 9.06 393.8 52畠.5 10.4 61.2.′8 均値を

15 362.7 _10.6 331.2 148.1 10.Q 136.6 311.8 9.2 233.4 示す.

30 145.4 ll.2 123.3 ∴47.6 9.5I 41.6 86.7 9.2 96.6

45 54.8 ll.I 66.4 28.9 10.1 21.3 64.1 9.9 51.2
60 48.8 - 45.4 14.~7 10.4 14.3 40.2 9.0 36.3

75 39.6 10.8 36.9 15.3 10.7 ll.6 28.7 9.0 29.7
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満久 ･橡浦 :単板の引張強度に放て
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第等表 -ヒノキ単板の引粟強卑並に輝性係数と墜締カとの閲埠

Table2∴Relationbetweenpressureandtensilestrength,elasticmodulus

ーofjapユneSeCypressVeneer: 一･､

熱 堅 (1300C)thotpress一

墜 締 カPressure(kg/cm2) 引張強度tensilstr.q(kg/cm2)-弾性係数elastlCm.豆(kg/cme) 含 水 率moisture-com:e:ltA(%) 絶乾比重abs.spec.graVlty,PtJ_ 61tI GIG/Plo- EIO 備 考Remlrks

0 937 126×1㌦ 8.10 0.36 886 2216 122×10つ 張変及び10 ′1083 148 6.34′ 0.47 976 1876 139

20 1223 160 ー8.22 0.53 1161 2002 ＼155 昏軍性係数

30 2050 273 阜08 0.99 1938 1778 326,1 ほ何れも

50 2594 352 8.83 1.06 2506 2124 345 30個の平

100 3230､ 348 -9.47J 1.19 3179C 2427 ,344 均値を点~

200 3396 343t 8.95 1.26 3291 2367 337 -す ,

冷 一匿 (常避) coldbless

註 6,.0,El岬 0,は夫々含水率10%に於ける′G,豆,pを表ほし,含水率 1%の増減に封L Gの値は3%,

Eの値は1･8%夫々滅埼するものとして換算したo ′

す仙_EIU.Plomeansthevalueofq,E,andさat10.%moisturecontent.I
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♂0= 6TI UI
のTSinn♂十のCOSn♂･-･●---･--･-----(1).

oⅠⅠ:繊維に平行なる引張強度 (kg/cmB)I

♂Ⅰ: 〝直角 〝 ( 〝 )

β:引張方向と繊維方向とのなす角
＼ n :樹塵による常数 ～

に極めてよく一致したo此魔に nは.I:ノキ,ブナに封 しては n-2,カバに封 してはn=1･9である｡

(2) 墜締力と引張強度並に弾性係数との関係

茸験結果は第3回(第2表)及び第4囲(第3表)の如くなりその結果を考察して見ると｡
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第3表 カバ車板の引張強度卿 こ副 生係数と睦締カとの関係

Table3.Relationbetweenpressureandtensilestrength,elasticmodulus

of/birchveneer.

熱 匪 (1300C)､hotpress

医師 カ 引張強度 醇怪房薮tensilestr.'elasticm. 含 水 率moisture 給電琵壷abs.spec. qlO 上 O,p" El° 備 考

pre)Sure(kg/cm2) G E(kg/cm2) (kg/cm2) content(%) graVlty Remarks J強度及び

0 1715 ●227×1㌦ tク8.0 P0.68 1619 2159 219Xltβ

10 1716 264ー 8.5● 0.69 1644 2163 q 257

20 1_797 260 9.2 ∴ 0_70 1755 2279 256 弾性係数

39 ,1717 266 9.5 0.73 ′ 1692 2115 263 ほ何れも

50 事938 286 9.4 0.84 ー1902~ 2067 283l ､30個の平
100 2668 335 10.4 1.09 2700 2250 337 均債を元

200 2778 35.5 - 9.7 1.20 2753 2086 353 す 1
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浦久･桧浦:単板の引張強度に就て

冷一挺 (常況) coldpres5

a) 比 重

熱願の場合ヒノキ (軟材),か (ヾ硬材)共に墜締力100kg/Fm雪道比重は急激に増力するが以後の

増加は緩慢である｡冷壁の場合ヒノキでは塵締力に堵例して比重は略直線的に噂卯するが カバでは

200kg/m 2迄殆んど襲化せず 300kg/dnqに於て精増力畔-ている｡何れにしても墜締カによる地雷の

襲化の割合は家財のL卑バに比して軟材のヒノキが彊かた著しいQ _ J

b) 引 張 強 度 ノ ､
r

勲塵の場合ヒノキ,五バ共に原綿力 100kg/cm2進は急激に強度が増加するが以後は殆んど蟹化し
i

ない｡冷撃の場合はヒノキに封して略同様q)事が富-るがカバに封しては強度は塵締力に無紺係であ､

ると衰倣すことが出来る｡倍軟材では約20kg/m 2進,密材では約 50kg/αn2迄は冷塵,熱塵による

強度の差異は僅少であるカミ以後は熱壁の場合が例外なく冷塵に比して大なる感度を示しているo
I

c) 弾 性 係 数

引張強度に於ける場合と略同様の傾向を有しているが熱歴は冷塵に比●し常に大なる値を示しているo

d) 姥 強 度 ′

(a),(b)g)賓験結果を軽く,て強いまものといふ見坤から考察するとヒノキでは100kg/Qn℡以上の熱
度叉は 10-100kg/m 2の冷塵がよくカバでは歴締力の如何をとはす吟墜Alミよく特に 20-30kg/cm 雪

の冷壁がよい｡然し乍ら冷･勲塵による差異はとノキ程顛著ではない.

以上を綜倉し七歴縮力と登板の引張強度については次O.事か言-る｡郎 (1)由度を目的とする場合

にはヒノキ,カバ共に100kg/cm 2r以上の高座に一よる勲歴がよく,(2)軽くて強いものを必要上する場

合にはと/千,カバ共邸締力 20-30kg/cm2の冷歴が最もよ小 と言ふ事が出乗るO

■′ ヽ

Ⅳ 摘 . 要 . I ■′

(1上 界板め引張強度と撒推方向との閲係を検討し素材に於けるJackson氏の茸験式とよく一致する

車を確め準.

(2) 塵締力と引張強度との関係を検討し強度を目的とする場合は 100kg/m 2以上の高度の熱邸,

軽くて強いものを目的とする場合は墜締九20-30kg/cm 2進の冷堕が少くとも単板の材質に蘭する限

り有利であることを知った｡即 この茸験結果によれば強化木,寮化合板には加熱接着剤を,普通合板,
e ＼

積督材には常温接着剤を使用することが望ましいと言ふ事が出釆るO

45
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Summary
∫

Weinvestigatedthein触encesofthedirectionofgrainandthepressuretothetensile

strengthandelasticmodulusofVeneer.

(1)In触enceofthe､directionofgraintothetensilestrength.

Thetestpieceswereasshownin丘g.1.(a)wasforO=0,7and150 (b)fore=30,

45,60,75よnd900.

Theresultsbbtainedareshowninfig.2(table1)andgoodcoincidewiththefollow-

ingJackson'S･experimentalformulaforwot〉d

♂ 0 ==

♂ⅠⅠ♂t

6IISin Tle+ oLCOSTle.‥̀‥‥‥.‥(1)

whereI0: anglebetweenthedirectionoftensileforceandthatofthegrain

CⅠⅠ.･ten占ilestrengthparalleltothegrain(e=00,) -

♂Ⅰ:- 〝 perpendicular ∫/ (β=900)

n:

(

forJapanesecypress(Hinoki) n=2･O
I,' birch(Kaba) h=2.0

w. beech(Buna) n=1.9

(2) In触enceofpressuretothetensilestrep.gthandelasticmL,dulusofVeneerwhen

itcoldorhot(130OC)press.ed.

The事esti)iecewasthesameas丘g･1(a),andappliedpressureswerも0,10,20,30,
50,1tOO,200and300kg/an2.

TheresultsvQereassh6wninfig.3(table2)forJapanesecypressandin丘g.4

(table3)Iforbeech.
I

Frbmthe白efesultsitm早ybeConcludedthatwhenthestrlengthQplyofplywoodiS

demandedhotpressover100.kg/cm2mustbe-appliedandwhenc?nsideringthespeci丘c

gravitydfplywoodcold~pressbeSween･20-30kg/on2i畠adoptableatleastatthestand-

pointofv占neer'sproperties.
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